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Abstract 
The purpose of this study was to investigate the current status on utilization of GPS data in Pro-
fessional Soccer Clubs .This study was conducted from April 2018 to September 2019.
The results are follows: 
1, In Professional Soccer Clubs, the motor load index for the improvement of performance, injuries 
prevention and rehabilitation is constructed by the accumulation of GPS data.
2, Every player can be proposed the individual motor load for improvement of their own perfor-
mance.
3, The individual motor load of each player is controlled in “Team Training” for injuries preven-
tion and rehabilitation.
Keywords： Professional Soccer Clubs, Accumulation of GPS data, Individual motor load,
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Ⅰ　目的 
現在では、Global Positioning System を搭
載した測定器（以下 GPS: 図１）を使用し、
トレーニングや試合におけるサッカー選手の
体力的負荷（総走行距離、ジャンプやスプリ
ントの頻度等）を客観的数値として把握する
ことが可能である 1)。従来、サッカーはその
複雑な運動及び行動の様式から競技中の体力
特性や負荷を客観的数値として評価するこ
とが困難とされていた 2)。しかしながら GPS
の普及により現在では多くの研究調査がな
され、その実態が明らかにされつつある 3)。
Bangsbo らは、GPS を利用してエリートレベ
ルの試合であっても、やや低いレベルの試合
であっても男子・女子ともに 90 分間での総
移動距離は 9 ～ 14km であり、そのうち 5 ～
8km が高強度でのランニングであることを報
告している 4)。
また、長谷川らは、トップレベルのサッ
カー選手の試合中のスプリントに着目し、1
試合あたりハイスピードランニング（7m/s
～ 5.5m/s）は約 40 秒に 1 回、スプリント（≧
7m/s）は 2 ～ 3 分間に 1 回の割合であり、サッ
カー選手が行うスプリントの距離に関して
は、平均で 5 ～ 6m と非常に短いことを報告
している。加えて、トップレベルの国際試合
（イタリア Vs ブラジル）においては選手が
発揮する瞬間的なトップスピードが平均 9m/
s であり、インターナショナルレベルの試合
においては最高速度 9m/s を発揮することが
要求されることを示唆している 5) 。また、い
くつかの先行研究においては、イタリアのプ
ロサッカーリーグの試合に関して、競技水準
（１部、2 部、ユース）と試合中の中・高強
度運動の出現割合には有意な相関が見られる
が、総走行距離に関しては、競技レベルを反
映しない傾向を示唆している 6)。このように、
GPS によって獲得されたデータ（以下、GPS
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データ）は、サッカー選手に要求される競技
中の体力的負荷を定量的に評価することを可
能にしている。一方で、実際のトレーニング
や試合に GPS データをいかに活用しているか
といった点に着目した報告は少ない。このよ
うな背景を踏まえ、本研究ではプロサッカー
クラブにおいて日常的に GPS を活用してい
るフィジカルコーチ及びコンディショニング
コーチ、データアナリスト、スポーツサイエ
ンティスト等を対象とした調査を行い、GPS
データの実践的かつ有用な使用法開発の基礎
的資料となることを目的とした。
Ⅱ　調査の内容・方法
日常的に GPS データを活用しているプロ
サッカークラブのフィジカルコーチ、データ
アナリスト、スポーツサイエンティストを対
象として、ヒアリング調査を実施した。
（調査期間：2018 年 4 月～ 2019 年 9 月）
対象者は以下の通りである。
1　デンマークプロサッカーチーム　
　 フィジカルコーチ　1 名
2　ブラジルプロサッカーチーム　　
　 データアナリスト　1 名
3　プレミアリーグ
　 スポーツサイエンティスト　1 名
4　Ｊリーグ（division1）　　　　　　
　 フィジカルコーチ　1 名
5　Ｊリーグ（division2）　　　　　
　 フィジカルコーチ　1 名
Ⅲ　結果及び考察
ヒアリング調査によって明らかになった
GPS データに関するプロサッカークラブの活
用状況は以下のとおりであった。
１　デンマークプロサッカーリーグクラブ
　　フィジカルコーチ　　　　Z　氏 
毎回のトレーニング、試合において、総移
動距離、スプリント及び加速・減速局面の距
離・頻度を測定し、身体的負荷の指標として
採用している（表 1）。これらのデータに関す
る過去（20 年程度）の蓄積があり、様々な状
況に関する指標が存在している。試合や技術・
戦術トレーニングにおける選手個人の GPS
データを活用したコンディション調整が可能
であるため、グランドでのボールを使わない
ランニングによるフィジカルトレーニングは
実践していない。具体的には、全体練習にお
いて身体的負荷が低くなってしまった選手に
は、スプリントを主目的とした個別トレーニ
ングにより高強度持久力を維持し、負荷が高
くなってしまった選手にはトレーニング量を
減少する（ゲーム形式のメニューを除外する
等）ことで肉離れ等筋肉系の傷害リスクを軽
減している。
2　ブラジルプロサッカークラブ　　　　
　　データアナリスト　　　D　氏
テクノロジーの進化に伴い、コンディショ
ニングに関する多様なデータが利用可能に
なった。したがって選手に関するデータは膨
大な量になるため、我々のクラブではデータ
測定及び分析に関するセクション（Center of 
Excellence and Performance:CEP）を設置し
ている。CEP では専門のスタッフが常駐し、
体重、CK（クレアチンキナーゼ）、身体水分
量などコンディショニングに関するあらゆる
データを管理していて、GPS データもその一
つである。GPS データは、フィジカルコーチ
をはじめ、全てのコーチングスタッフに提供
される。日々のミーティングで、各選手がそ
の日に課せられるトレーニングを全て実施す
る必要があるのか？また、補足のトレーニン
グを必要としているのか？という課題解決の
判断材料になることも多い。ブラジルリーグ
の場合、通常は週に 2 回の公式戦が開催され
るため、出場機会の制限されている選手は、
1 週間のトレーニング及び公式戦の総移動距
離が 1 試合の平均移動距離の約 2.5 倍程度に
なるようにトレーニング量を調整し、それに
伴う各選手の身体的負荷（スプリント、加速
及び減速等）を適正化している（図 2）。
3　プレミアリーグ（イングランド
　　プロサッカーリーグ 1 部相当）　
　　スポーツサイエンティスト　B 氏　
現在、所属しているプレミアリーグクラブ
L との関わりは 10 年前であり、2009 年に、チー
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ムとして初めて GPS システムを導入した。今
ではプレミアリーグのほとんどのチームに導
入されているが、当時は珍しかった。使用し
ている GPS システムの活用ポイントは、「負
傷予防」「パフォーマンスアップ」「競技復帰」
の 3 つである。いずれも共通で言えることは、
「負荷管理」であり、練習・試合と継続してデー
タを取ることで、トレーニングの負荷を把握
することができる。ケガのリスクを予見した
り、パフォーマンスアップにつなげたり、ど
のようなリハビリメニューを実施するかとい
う場合にも活用している。
また、シーズンを通して常に高いパフォー
マンスを継続・持続することは難しい。しか
し「パフォーマンスキャパシティ」、つまり
「マックスでどのくらいできるか」を高め続
けることは可能である。キャパシティが高い
選手と低い選手に同じ負荷をかければ、低い
選手は早く疲弊する。全員のパフォーマンス
キャパシティが高まれば、疲れにくく、さら
にリカバリーも早くなる。
このようなデータ処理を日常的に行うには
多大な時間と労力が必要となるが、プレミア
リーグではほとんどのチームに、こういった
スペシャリストの集団、つまりスポーツサイ
エンティストというより、スポーツサイエン
ス「チーム」がある。チームがあるところに
は必ずそのリーダーとなるヘッドオブスポー
ツサイエンスというポジションがある。また、
プレミアリーグはアカデミーや若い選手を育
てるためのルールが厳しく、選手のパフォー
マンスだけでなく健康面も管理する必要があ
る。また、アンダー 21、アンダー 18、アン
ダー 16……全てのカテゴリーにこういったコ
ンディション管理部門を設けている。スポー
ツにおける負荷管理というのは、それだけ重
要であると捉えられている。 これは、サッ
カーに限らず、メジャーリーグなどでも、ケ
ガをした選手に対しどれだけのコストが発生
するかということを考えた場合、スポーツサ
イエンスの重要がより高まる。また、若い世
代の子たちに関しては、負傷の履歴を蓄積す
ることも重要であり、履歴が蓄積されると、
どういう負荷でどういう条件のときに負傷し
たかがわかり、ではそれを回避するためにど
のような負荷調整をすればよいかといった点
も明らかにできる。 負傷をきっかけに、選手
のパフォーマンスが低下しいくことは珍しい
ことではない。このような体制や設備を整備
することは、コストではなく重要な投資と考
えるべきである。トラッキングデータ取得な
どは世界中でやられているが、こうした取り
組みを無駄だと考えることなく、履歴を取得
するためにも今から始めたほうが良い。それ
は、いずれ取り組みが遅れている他チームに
対する差別化要素にもなるからである。
4　Ｊリーグ（division1）　　　　　　
　　フィジカルコーチ　O 氏
シーズンの開始日から全てのトレーニング
マッチ、トレーニング、公式戦で GPS によ
るデータ測定を行い、走行距離やスプリント
回数、加速、減速の頻度等を選手の体力的負
荷の指標として活用している（図 3）。この
GPSデータの測定をはじめて3年間が経過し、
そのデータの蓄積から推察されることを日々
のトレーニングに活用している。また、蓄積
を活用するだけでなく、コーチングスタッフ
でのミーティングにおいて、これらのデータ
を共有化し、主観的なトレーニングの内容に
関する評価との関連性についても検討を重ね
ている。また、我々のデータのみだけでなく、
先行研究などの文献も参考にしている。例え
ば、J リーグとブンデスリーガでは、総移動
距離やスプリントの距離及び頻度には差が見
られないが、高速度ランニングの割合には相
違が見られる。また、イタリアのプロリーグ
とアマチュアリーグを比較し、高速度ランニ
ングの割合にのみ相違が見られることを報告
している文献も見られ、このデータに関して
は今後も検討していく必要があると考えてい
る。また、我々が J2 リーグにいるときは J1
リーグにいるときよりも Walking の割合が大
きく、爆発的な加減速の頻度は少なくなって
いた。したがって、これらのデータをこれか
らも積み重ね、どのようなデータが競技水準
と強く相関しているのかを検証していく必要
がある。
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傷害予防の観点からは、選手個々の負傷履
歴からどの程度の負荷を超過すれば傷害発症
率が高まるかという点が少しずつ推察できる
ようになってきている。実際には、前回まで
のトレーニングで測定されたデータ（走行距
離、高強度の割合）を参考にしてオーガナイ
ズ（Ex, ゲーム形式のコートサイズ、本数や
時間の決定等）を決定し、特に筋肉系の傷害
リスクを極力最小化できるように取り組んで
いる。
5　Ｊリーグ（division2）　　　　　　
　　フィジカルコーチ　S 氏
われわれのチームにおいてはトレーニン
グ、公式戦、練習試合、リハビリのすべてに
おいて GPS データを測定・活用している。例
えば試合の場合は試合後すぐにデータを編集
して試合全体と個人のデータを PDF にして
SNS で強化部、監督、テクニカルスタッフ、
メディカルスタッフで共有している。選手に
はできるだけ速やかに個人のデータをファイ
リングして配布している。トレーニングにお
けるデータに関しては監督及びコーチにはそ
の日の負荷（総移動距離やスプリント回数等）
を報告する。特にゲーム形式の練習が実施さ
れた場合は公式戦での負荷との比較検討を報
告する。トレーナー等のメディカルスタッフ
にはリハビリの負荷に関する報告を行う。ま
たこれらのデータは管理栄養士とも共有して
おり、必要エネルギーをカロリー計算した上
でトレーニング後の食事作りに役立てるよう
にしている。
Ⅳ　まとめ
本研究調査の結果、プロサッカークラブに
おける GPS データの活用方法に関する以下
の知見が推察された。
１　プロサッカークラブにおいては、GPS
データをトレーニング、試合、リハビリ等で
測定している。測定している項目は主に総
移動距離、高強度ランニング（時速 18km ～
24km 程度）やスプリント（約時速 24km 以上）
の距離及び頻度、加速及び減速（約 3m/s の
加速及び減速）の頻度等である。
2　測定されたデータを蓄積することで「パ
フォーマンスの向上」「傷害予防」「リハビリ」
の指標を作成し、活用している。
3　「パフォーマンスの向上」に関しては、
データの蓄積から日々のトレーニングにおけ
る最適の負荷を算出できるようにしている。
また、全体トレーニングによって生じた選手
個々に対する身体的負荷の差を調整すること
も可能である。
4　「傷害予防」「リハビリ」に関しては、
個別にトレーニング量の調整を行い、筋肉系
の傷害予防や全体トレーニングにおける参加
可能なメニューの選択等を考慮し負荷のコン
トロールに活用している。
Ⅴ 今後の研究課題
本研究では、プロサッカークラブにおける
GPS データの活用方法の現状に関する調査を
を探索的に実施した。今後は、育成年代や女
子、アマチュア等、様々なカテゴリーにおけ
る調査を継続的に実施していくことが課題で
あると考えられる。
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図 1　GPS を活用したデータ測定の実際：サッカーの場合
表１　デンマークプロサッカークラブにおける GPS データの事例
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図 2　ブラジルプロサッカークラブにおける GPS データ活用事例
図 3　J リーグクラブにおける GPS データ活用事例
